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定
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座
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〜

◎
犬
上
組
門
徒
総
代
会

七
月
十
六
日(

木)

西
遊
寺

中
止

総代連絡先

山本和美 28-1212 北川善雄 25-0660

尾本 博 28-1436  西﨑文雄 28-8104

第
四
回
・
第
五
回
総
代
会
報
告
事
項

三
、
白
ア
リ
点
検
に
つ
い
て

昨
年
実
施
の
白
ア
リ
対
策
の
一
年
経
過
後
の

被
害
の
状
況
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
た

な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

四
、
犬
上
組
主
催
行
事
に
つ
い
て

毎
年
覺
勝
寺
門
徒
さ
ん
数
名
が
参
加
頂
い
て

い
ま
し
た
犬
上
組
鑽
仰
会
「
法
悦
の
旅
」
は

今
年
度
は
残
念
な
が
ら
中
止
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

九
月
二
十
六
日
の
犬
上
組
物
故
者
追
悼
法
要

は
開
催
の
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

七班・八班

(10、11、12組)

盂
蘭
盆
会

日
時
、
八
月
十
六
日(

日)

十
時
か
ら

勤
行

讃
仏
偈

法
話

覺
勝
寺
住
職
代
務

田
中
康
勝
師

故
人
を
追
憶
す
る
と
と
も
に
、
亡
き
方
を

ご
縁
と
し
て
深
く
無
常
の
理
を
感
じ
、
仏

恩
に
感
謝
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
法
要

で
す
。

・
マ
ス
ク
着
用
で
お
参
り
下
さ
い

・
手
指
消
毒
液
準
備
し
ま
す
。

3,4班整備

一
、
住
職
代
務
任
期
満
了
に
つ
い
て

今
年
十
月
に
住
職
代
務
任
期
満
了
と
な
り
ま

す
。
田
中
住
職
代
務
に
引
き
続
き
お
世
話
頂

く
方
向
で
調
整
中
で
す
。

二
、
法
要
・
法
座
の
開
催
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し

て
法
要
・
定
例
法
座
を
中
止
し
て
き
ま
し
た

が
八
月
か
ら
年
間
計
画
に
従
い
開
催
し
ま
す
。

但
し
「
納
骨
の
日
」
に
つ
い
て
は
先
に
案
内

の
通
り
今
年
度
は
中
止
し
ま
す
。
盂
蘭
盆
会

に
つ
い
て
は
年
間
計
画
で
は
十
四
時
か
ら
勤

修
予
定
で
し
た
が
十
時
か
ら
に
変
更
し
ま
す
。

5,6班清掃

慈
光
照
護
の
も
と
、
門
徒
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
健
勝
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
解
除
以
降
、
自
粛
解
除
で
生
活

に
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
一
週
間
感
染
者
増
加
で
気
を
抜
け
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

護
持
費
徴
収
は
六
月
中
に
完
了
し
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
お
願
い
致
し
ま
し
た
振
込
方
式
で
八

十
九
門
徒
中
、
八
十
四
の
門
徒
さ
ん
が
入
金
し
て

頂
き
、
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

五
月
の
班
別
清
掃
に
は
三
班
と
四
班
か
ら
七
名
、

七
月
の
班
別
清
掃
に
は
五
班
と
六
班
か
ら
十
二
名

の
ご
奉
仕
を
頂
き
ま
し
た
。

合
掌



盂蘭盆会
う ら ぼ ん え

（省略してお盆
ぼん

） 
 

亡
な

くなられた先人たちのご恩に対し、あらためて思いを寄せるのがお盆である。 

親鸞聖人は仰
おお

せになる。 

願土
が ん ど

にいたればすみやかに 

無上
むじょう

涅槃
ね は ん

を証
しょう

してぞ 

すなは
わ

ち大悲
だ い ひ

をおこすなり 

   これを回向
え こ う

となづけたり 

浄土へと往生
おうじょう

した人は如来
にょらい

の願力
がんりき

によってすみやかにさとりをひらき、大いなる慈悲
じ ひ

の

心をおこす。迷
まよ

いのこの世に還
かえ

り来たり、私たちを真実の道へ導
みちび

こうと常にはたらかれる

のである 

仏の国に往
い

き生まれていった懐
なつ

かしい人たち。仏のはたらきとなって、いつも私ととも

にあり、私をみまもっていてくださる。 

このお盆を縁として、すでに仏となられた方々のご恩をよろこび念仏申すばかりである。 

「浄土真宗のみ教え」52ページより転載 

お盆の起源 

盂蘭盆会は、「盂蘭盆経」で説
と

かれている「親孝行の教え」に由来しています。 

盂蘭盆という言葉は、サンスクリット語の「ウランバナ」の音
おん

写語
し ゃ ご

で「逆さ
さ か さ

吊
つ

り」とい

う意味で、逆さ吊りにされるほどの苦しみ（餓鬼
が き

道
どう

の苦しみ）から、救われるのがお盆な

のです。どうして「逆さ吊り」という言葉が使われるのでしょうか。 

お釈迦様の十大弟子の一人に、神通力
じんずうりき

第一といわれる目連
もくれん

尊者
そんじゃ

という弟子がいました。

ある日、目連が自分の神通力で亡くなった母親の姿を見たところ、母親は餓鬼の世界(餓

鬼道)に堕
お

ちており、逆さ吊りにされて飢
う

えと渇
かわ

きに苦しんでいたそうです。母親を救お

うと、神通力で食事や飲み物を送っても、目前で灰と化してしまい、凶器となって母親を

さらに苦しめてしまうこととなったそうです。嘆き悲しんだ目連尊者がお釈迦様に、何と

か母親を救いたい、と相談したところ、自分の力は母親だけのために使うのではなく、同

じ苦しみを持つすべての人を救う気持ちを持つように、と諭
さと

されたそうです。 

そこで、目連尊者は安居
あ ん ご

(雨期に行われる僧の修行)を終えた自
じ

恣
し

（解
げ

夏
げ

）の日（旧暦 7

月 15日、新暦では 8月１５日）に修行僧たちへ、食べ物や飲み物、寝床などを捧
ささ

げたと

ころ、修行僧たちは大変喜び、その喜びが餓鬼の世界まで伝わり、母親が救われたという

ことです。 


